
 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

 
■今回の記念講演（山本博美さんの講演）は、いかがで
　したか？
・具体的な事例をもとにして、わかりやすく楽しい、ためにな

　るお話でした。２時間、聞くのが長いなと思いましたが、ア

　ッというまでまだまだ続けて聞いていたいと思いました。

・貴重なお話をありがとうございました。自分が勤めている児

　童クラブの様子を思い浮かべながら、お話を聞かせていただ

　きました。自分が子どもたちからどんな指導員と思われてい

　るのかなあ、何でも話せる指導員でありたいと思いました。

　これからも、一人ひとりの子どもを内面から理解できるよう

　努めていきたいと思います。

・具体的な話しなので、とてもよく理解できました。うなずく

　ことばかりでした。改めて初心に帰った気がします。

・いつも子どもたちの様子を聞いたりはしたいなと思っていた

　ので、今日はその話が中心で参考になりました。子どもだけ

　でなく保護者のことをおたよりに…は、今まで考えことがあ

　りませんでした。保護者にも寄り添えるようになっていきた

　いと思いました。子どもを"知る"と"分かる"は違うなと改め

　て感じました。「子どもの中にいる」をこれからもしていき

　たいと思います。

・子どもたちのことを分かっているのと知っているのとは違う

　という言葉が、心に大きく響きました。共感的に深く深く理

　解するという想いを、これからの毎日の中で大切に胸に刻み

　過ごしていこうと思います。

・笑いがあったり、ジーンと心を打たれたりと、山本先生のお

　人柄が伝わってくるようでした。「そうそう、そういう子は

　いる…」と、同調しながら楽しく参加できました。

・実体験の中で感じたこと、起こっていることを中心にお話い

　ただき、ユーモア一杯で楽しい講話でした。子どもを通して

　声かけについて学んだ。親としても子どもとの関わり方に悩

　む日が多い中、他人がどのようにして子どもを理解して関わ

　っていくのかという過程を見せてもらいました。

・一人ひとりの子どものかお（表情）が想像できるようなお話

　でした。わが学童でも話された子どもと重なる子どもがたく

　さんいます。一人ひとりの子どもを全てうけいれ、よりそい

　子ども同士のつながりを大事にスムーズにいくように手助け

　できるようにやりたいと思いました。親同士や親との関わり

　も、子供を預かる中で信頼される指導員でありたいと思って

　います。

・壇上から自分の意見のみをしゃべり続けるのではなく、リス

　ナーと同じ指導員として、同じ高さの視点で終始話されてお

　り、考えさせられることが多かった。

・子ども、親との接し方、向き合い方を考えさせられ、初心を

　思い出すきっかけになりました。

・先生の体験された実話を聞けて、とても楽しかったです。保

　護者への一言もとても面白かったです。ですが、話しの場面

　が見えるところや話しの内容が良く分からないところもあり

　ました。「安心感」「つながり」は、言葉ひとつで大きく変

　わるのだと感じました。学童に持ち帰り、生かしていきたい

　と思います。

・実践の話しが聞けて、よかったです。親への接し方も参考に

　なりました。

・子どもの話とか、うなずくことが多かったです。具体的な話

　しが出てとてもよかった。　

・ベテランの指導員さんらしく、いろんな例をあげてとてもわ

　かりやすく、子どもへの接し方を教えていただいて、すごく

　勉強になりました。「子どもはかわる」ということの大切さ

　その上で全体がまとまるというお話は思い当たることがあり

　「その子どもが何を欲しているのか」に目を向けることがベ

　ースになるんだと深く理解できました。

・子どもたちの行動の中に見られる本質や本音を指導員が上手

　にくみ取って、子どもたちの訴えを全身で受けとめる姿勢が

　大切だと思いました。時には冗談まじりに、真剣なときには

　本気で、子どもの気持ちになって考えていきたいと思いまし

　た。

・日々の保育の中で同じような悩みや子どもたちのエピソード

　を大変楽しみながら聞かせていただきまた。他の指導員にも

　ぜひ、伝えたいと思います。

・子どものつぶやきを見逃ささず、その子にあった見守り、援

　助の大切さを改めて大事だなと感じたし、子どもたちは子ど

　もの中で育つということを、大切にしていきたいと思いまし

　た。

・実例が一杯で、とても楽しく聞きながら勉強になりました。

　先生から元気をいっぱいもらえました。

・ユーモアのあるお話や心温まるお話、たくさん元気をいただ

　きました。

・笑いあり、涙あり、毎日の自分たちも経験している出来事で

　とても参考になりました。

・毎日の学童生活の中から、そうだなあ～とそうしたらいいん

　だなあ、という気づきがありました。これからもがんばって

　いきたいと思いました。

・子どもたちの事を話されてる時、涙を流していらっしゃるの

　を見て、先生のおっしゃっていること、伝えてくださること

　に全て共感できました。先生のように「この人なら」と思っ

　てもらえる指導員を私も目指します。

・自分の多くの経験を交えながらの子どもの立場、保護者の立

　場、指導員の立場で色々な話しをいただいて、とても楽しく

　過ごさせていただきました。

・笑いあり、涙ありのアッという間の２時間でした。

・とても良かった。学童の指導員全員で聞けたことが何よりも

　良かったです。

・いろいろな事例を聞かせていただき、うちの学童でも同じよ

　うなことがあると思いました。結果的には子どもの中で育っ

　ていくんだ、と思いつつも子どもの行動・言動についカッと

　なって、そんな言い方をしたらと指導をしてしまうことも多

　々…反省です。今日の山本先生の話を聞かせていただき、も

　っと子どもの中に入り、子どもの声、つぶやきを聞いていく

　ことと思いました。

・とても楽しかったです。子どもたちとの関わり方、とてもス

　テキだな、見習いたいなと感じました。

・とても楽しく拝聴しました。お話の子どもさんたちがイキイ

　キと息づいていました。山本さんの子どもさんたちへの愛情

　のみならず、保護者への愛情を感じました。まだまだ新米で

　分からないことばかりですが、理解し受け入れるという所か

　らなら、努力していけるかなと思っています。ありがとうご

　ざいました。

②  
 2013年6月9日鹿県児童クラブ連絡会第7回総会　山本博美さん講演会アンケート

　　　　　　　　　　　　　・市町村名　　霧島市（２４）　　薩摩川内市（１１）　
　　指導員（３２）　保護者（１）　設置者（１）　不明（１）

 初めて参加した（８）　　参加したことがある（２６）
　参加いただいた方からのアンケートです。（抜粋）　　　　　　　　　　



 

 



 

 

 
地域連協の
活動紹介

④
 
2013年6月26日

厚生労働省で「第２回放課後児童クラブの基準に関する専門委員会」が開催される

　6月26日開催の第２回目は、「指導員の資格」「指導員の
配置基準」「施設・設備の基準」「開設日・開設時間」「その
他の基準」について、論点が示され、どう考えるか委員か
ら意見を求める会議でした。
　省令で決める基準と、ガイドラインに入れる内容の区分
けなどについても論点としてだされていました。
（１） 指導員の資格については、「児童福祉施設の設備及
　　び運営に関する基準」第38条（児童厚生員＝児童の遊
　　びを指導する者）をベースにすることが検討されまし
　　た。資格が必要となる指導員の範囲（例えば、常勤だ
　　けで良いのかパートも入れるのか）、無資格者の指導　
　　員をどのように扱うのか、経過措置の必要性、認定講
　　習の必要性、それとは別に現任研修の大事さなどが　
　　意見として出されていました。
（２） 配置基準については、保育所のように子ども何人に
　　職員一人とするのか、児童自立支援施設のように子ど
　　もの人数と指導員の人数に幅を持たせるのか（現在の
　　児童数ランクに応じた指導員数のような方法）などに
　　ついて議論があり、多くは子どもと指導員数の幅を持
　　たせたものが良いのではないかなどの意見がありまし
　　た。
（３） 施設・設備について、「生活の場」として整備するこ　
　　との賛同はあるものの、広さで1.65㎡を基準とするこ
　　との難しさもあるとの意見もだされていました。
（４） 終了時刻については、具体的な時間を明記するのは
　　難しく「保護者の就労実態に即して」ということになる
　　のではないかとの意見が多くありました。

　次回は７月２４日（水）ということになり、次回も今回と
同様に全体的に論点にそって意見を出し合うことにする
という進行が確認されました。

　第４回目は、関係団体からのヒアリングということにな
っていて、厚生労働省からは全国学童保育連絡協議会な
どから意見を聴くことを予定しているとのお話でした（６
月24日に内閣府からの全国学童保育連絡協議会へのヒ
アリングの席での発言）。

　６月24日に内閣府から全国学童保育連絡協議会に１
時間半にわたってヒアリングがあり、要望を述べてきま
した。
　内閣府からのヒアリングも含めて、全国運営委員会ニ
ュースで詳しく紹介する予定です。

■「第２回放課後児童クラブの基準に関する専門委員会」配付
　資料
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r98520000008f07.html#shi
ngi19
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r98520000035dj3.html
■第１回子ども・子育て会議　2013（平成25）年4月26日（金）
　会議の資料と動画は、こちらへ　　　　　　
http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/kodomo_kosodate/i
ndex.html
■子ども・子育て会議基準検討部会　2013（平成25）年5月8日
　（水）会議の資料と動画は、こちらへ　　
http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/kodomo_kosodate/i
ndex.html
■（財）児童健全育成推進財団から、こども未来財団の調査研
　究報告書である「放課後児童クラブの運営内容に関する調　
　査研究　改訂版　放課後児童クラブガイドライン」ホームペー
　ジにアップ
http://kodomo-next.jp/materials_clubGL_new.html

関係する資料のホームページ
アドレスです。

全国学童連協　日本の学童ほいく「よかたいニュース No.1」(2013年5月30日)から

　　「ほいく誌で学ぼう会」やっと発足　霧島市連絡会　田間美沙緒

　鹿児島県児童クラブ連絡協議会は７年前にできました。県
内を７つのブロックに分けてそれぞれに運営委員をおき、連
協を運営することにしています。しかし、このブロック間の
移動は、１時間から２時間、離島にいたっては半日がかりと
なります。したがって、運営委員会の出会率もあまりよくな
く研修会も参加者の地域が片寄ってしまう傾向にあります。
研修会のあとのアンケートを読むと、「初めて研修会に参加
しました」「同じ悩みが聞けて心強かった」「もっと参加し
たいが、遠いので……」といった声が多く聞かれます。
　では、県連協としてどうしていくか？　『日本の学童ほい
く』のＰＲ！　研修会のたびに「いい本ですよ、読んでくだ
さい」とアピールし、独自のチラシも作成したり、呼びかけ
てもきました。そのかいもありジワジワと冊数は伸びてきま
した。でも違う。何か違う。買っているけど読んでない？
　もちろん、しっかり読み込んでいる指導員もいます。しか
し大半は、パラパラと興味のあるところだけ読んで終わり。
横の広がりがないというのが現状でした。
　そこで、地域連協のなかでも比較的活発な霧島市と鹿屋市
の指導員の代表が集まり初めて、「ほいく誌普及活動」につ
いて話しあう機会を持ちました。具体的な取り組みとしては

①地域連協ごとに担当をおき、連絡を取りあい、情報を交換
　する。
②｢子どものひろば｣への投稿を頻繁に行う。
③読み合わせを意識して行う。
④自分の地域だけでなく他の地域の活動も意識する。
⑤財政面の大きな支えであることを知らせ、切実な現状を向
　上させる。
　そして、この取り組みを進めるなかで私たちが掲げた目標
は「指導員一人１冊全員購読」と、「読み合わせ会を行う」
ことです。しかし、地域間のつながりが薄く、（県連協に加
盟している）指導員の数さえ把握できていない現状です。そ
こで、加盟クラブ全部には、アンケートをお願いし、私の住
む霧島市の指導員会では、「ほいく誌で学ぼう会」を４月か
らスタートさせることができました。指導員の方たちにこの
会の趣旨を説明したところ、賛同をいただき、毎号の特集テ
ーマを中心に読み合わせを行うことになりました。その結果
４月号から５月号の１か月で購読冊数も13冊増えました。
　やはり、「読んでくださーい」だけではダメ。ほいく誌を
中心に、つながっていくことが大切なんだと認識した１か月
でした。
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